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第２４回芦屋市入札監視委員会議事概要 

（様式第２号） 

第２４回 芦屋市入札監視委員会 議事概要 

日 時 平成２４年５月２６日（土） １０：００～１１：３５ 

場 所 南館４階 第１委員会室 

出 席 者 委 員 長   阪口 徳雄 

委員長代理  小島 幸保 

委  員   富田 智和 

 

事 務 局   岡本副市長 

佐藤総務部長 

田嶋契約検査課長 

高松総務部主幹(検査担当課長) 

契約検査課職員 

事 務 局    総務部契約検査課 

会議の公開  ■ 非公開    □ 一部公開 

＜非公開・一部公開とした場合の理由＞ 

 芦屋市入札監視委員会規則第５条第５項 

傍 聴 者 数      ０ 人（一部公開の場合に記入すること。） 

 

１ 会議次第 

（１） 議事 

① 平成２４・２５年度入札参加資格認定状況報告 

② 入札・契約手続の運用状況等の報告（平成２３年度下半期執行分） 

③ 競争入札にかかる指名停止等の措置基準適用状況報告（平成２３年度下半期執行分） 

④ 随意契約サンプリング調査結果報告（平成２３年度第３四半期・第４四半期調査分） 

⑤ その他 

・予定価格，最低制限価格の公表について 

 

２ 提出資料 

  資料（１）平成２４・２５年度指名競争入札参加資格認定件数 

  資料（２）契約検査課所管公共工事入札状況 

参加業者・落札業者区分別一覧表 

予定価格段階別一覧表 

契約検査課執行入札状況及び随意契約内容一覧表平成２３年度下半期 

(平成２３年１０月～２４年３月) 

資料（２）１ ～４ 

抽出事案関係書類（写し） 

参考   契約検査課所管公共工事入札状況【落札率９５％以上】 

資料（３）入札参加資格停止等の運用状況一覧表【平成２３年度下半期】 

資料（４）随意契約のサンプリング調査の実施について 

資料（５）予定価格・最低制限価格の公表時期について 
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３ 審議経過 

（１）入札・契約手続の運用状況等（平成２３年１０月～２４年３月）を報告 

  ・ 公募型指名競争入札             ４件 

    （うち，簡易公募型指名競争入札によるもの１件） 

  ・ 公募型指名競争入札以外の指名競争入札   ５４件 

  ・ 随意契約方式               １５件 

 

 

【資料（１）平成２４・２５年度入札参加資格認定状況報告】 

（事務局） 

  ２年に１度資格申請受付を行い，平成２３年１１～１２月にコンサル・物件（役務），平成２

４年１～２月に工事の申請受付を実施しました。登録件数は物件（役務）１，４４０件，前回

比９０件増，コンサル４９７件，前回比４０件減，建設工事１，１９９件，前回比３０件減。

合計３，１３６件，前回比２０件増でした。 

（委員による質疑・意見） 

  物件関係が増えているのはどういったことが考えられますか？ 

（事務局） 

芦屋病院の建替に伴う関係ではないかと思われます。 

【資料（２）入札・契約手続の運用状況等の報告（平成２３年度下半期執行分）】 

（事務局） 

平成２３年１０月１日から平成２４年３月３１日までに指名競争入札の工事が５３件，入

札中止が５件ありました。入札中止の内訳は建築工事３件，鋼構造物工事１件，電気工事１

件です。 

指名競争入札の設計等業務委託５件，その他の業務委託２１件入札を行いました。 

随意契約工事１５件，設計業務委託３件，その他の業務委託７件ありました。 

電子入札については，平成２２年度５５件，平成２３年度は７０件執行しました。 

平成２３年度は土木・舗装・建築・造園の４工種に加えて８月以降は電気工事についても

電子入札を行いました。 

平成２３年度下半期の５００万円未満の入札２５件，平均落札率８１．５２％，平成２３

年度の平均落札率８１．０１％，前年度と比べると約３％落札率は下がっています。１，０

００万円以上３，０００万円未満の案件について，平成２３年度下半期では１１件入札を行

い，平均落札率は７９．０７％，平成２３年度の平均落札率７８．６０％で前年度より約３％

下がっています。平成２３年度下半期の平均落札率は７７．８８％で平成２３年度平均落札

率は７８．７４％となっており，前年度より約２％下がっています。平成２０年度以降は平

均落札率８０％前後で推移しています。 

市内業者のみでの入札執行は，平成２３年度下半期は３３件，平均落札率７６．６３％，

平成２３年度の平均落札率７７．９０％，前年度と比べると約４％下がり，市内業者間でも

落札率が下がっています。 

抽選により落札決定した件数は，平成２３年度下半期１３件でした。平成２３年度の平均

落札率は７４．１７％で前年度より約７％下がっています。 
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（委員による質疑・意見） 

入札中止が多いですが，どうしてでしょうか？ 

（事務局） 

入札中止は，建築工事３件，鋼構造物工事１件，電気工事１件でした。宮塚公園便所棟建

替工事は簡易公募型指名競争入札としましたが，参加者がなく入札中止となりました。その

理由は，東日本大震災の影響で資材入荷が難しかったと業者から聞いております。 

（委員による質疑・意見） 

入札中止となった簡易公募型の対象は市内業者に限っていますか？ 

（事務局） 

市内業者はＣＤＥランク，市外業者についてはＤランクの業者が参加できます。ホームペ

ージにも掲載していました。 

（委員による質疑・意見） 

簡易公募型だと参加がなく，公募型だと参加があるのは？ 

（事務局） 

簡易公募型の案件の参加対象業者は市外業者１５者程度，公募型の参加対象業者は４０者

前後です。 

（委員による質疑・意見） 

入札中止になった川西運動場便所棟改修工事はどうですか？ 

（事務局） 

市内業者を５者指名しましたが参加者数不足により入札中止となり，川西運動場便所棟バ

リアフリー改修工事として入札を行い，前回辞退しなかった業者が落札しました。 

辞退者からは「契約が年末であり年度末工期の手持ち工事がある」とのことでした。 

（委員による質疑・意見） 

鋼構造物工事である中央緑道５号橋他２橋修繕工事の入札中止も手持ち工事の関係です

か？ 

（事務局） 

１１月下旬に入札中止となった案件です。辞退理由のほとんどが手持ち工事の関係で技術

者を配置できないということで１者を除き辞退となり，１２月中旬に入札を行いました。 

（委員による質疑・意見） 

この規模の工事であれば，より下位ランクの業者のほうが良いのではないですか？ 

（事務局） 

市内業者はＥランクまで参加可能です。下位ランクの業者は公募型に応募するという感覚

が薄いと思われます。 

（委員による質疑・意見） 

公募型募集はホームページ掲載するだけで，業者に案内はしないのですか？ 

（事務局） 

建設新聞等への掲載・窓口に閲覧用資料を設置しています。 

（委員による質疑・意見） 

入札中止により仕切り直したら，工事完成は２ヶ月ぐらい遅れますか？ 

（事務局） 



 4

約２ヶ月は遅れています。 

（委員による質疑・意見） 

公共工事の落札率は約７０～８０％前後に落ち着いてきています。 

（事務局） 

平成２１年度から市内業者の優先枠を１，０００万円から３，０００万円にしたので，平

成２０年度より２１年度の発注件数・請負件数が増えています。発注が増えたので落札率が

下がったのかと思います。 

【資料（２）１ 宮塚公園便所棟改築工事について】 

（事務局） 

入札方式については公募型指名競争入札です。種別は建築工事，工事概要は解体による建

替えです。入札参加資格は，芦屋市内に本店を有する者は１，０１４点以下のＢランクまで

です。入札中止の経過がありましたので，市内の建築業者が参加できるものとしました。市

外業者についてはＣ・Ｄランクが参加対象となる案件です。 

市外業者５者の参加申請がありましたが，入札時に３者が辞退し，２者での入札，最低制

限価格落札という結果でした。辞退３者のうち２者については，他工事受注により技術者配

置ができなくなったという理由でありました。 

（委員による質疑・意見） 

市内業者の申請が無かったのは予定価格が低いからですか？ 

（事務局） 

市内業者については，手持ち工事の関係や工事費が合わないということだそうです。 

工事費については同一の基準を用いる他市では同現象は見られず，市内業者数の違いによ

るものとの思考されます。 

工事費の開きはここ数年見られ市内業者からの聞き取りにより資材単価見積が相手先別

の二重価格提示となっている事例があります。 

建替工事は手間が掛かり，利益率が低いとのことです。８，０００万円程の三条集会所新

築工事では十数者の参加申請があり，そのほとんどの業者が最低制限価格での応札となり，

くじ引きで決定しました。 

（委員による質疑・意見） 

本当に採算が合わない案件があるのではないでしょうか？ 全体的な資材価格の上昇,東

北の震災またはタイの水害の影響でしょうか？ 

（事務局） 

上半期は顕著に震災の影響が出ていたようです。特に空調機器の入荷が分からない状態が

続き，そのために入札中止もありました。 

【資料（２）２ 阪急芦屋川駅北広場便所棟改修及び増築等工事について】 

（事務局） 

工種は建築工事で，工事概要は駅北側の便所改修で既存躯体を残し増築するものです。市

内業者７者での案件でしたが，６者辞退で入札中止となり，県内業者を加えた７者で入札執

行し，当初辞退しなかった市内業者が落札しました。 

（事務局） 

駅前の特性として人の往来が多く公共交通機関停留・送り迎えの乗用車の停車等により工
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事車両の乗り入れが難しいという辞退理由がありました。 

（委員による質疑・意見） 

安全確保のための警備員は積算に入っていないのですか？ 

（事務局） 

仮囲いを指定仮設としているため車両の出入り管理用の警備員は計上していますが，設計

以上の安全費を見込んだと思われます。 

【資料（２）３ 市道３９７号線道路改修工事について】 

（事務局） 

工種は舗装工事で，予定価格約２００万円の工事です。 

市内業者だけで発注できる案件です。工事施工場所の道路幅員がかなり狭く，工事車両の

切り返しもできません。市内業者５者指名し，５者とも１００％入札です。 

落札率の高い案件は，請負業者から積算内訳書の提出及び内容聞き取りを実施しています。 

県の積算基準により機械施工での積算です。請負業者は施工場所の状況から機械施工でな

く人力施工で積算し，実際も人力施工としたとのことです。 

（委員による質疑・意見） 

請負業者は，見合った重機等を所有していなければ調達する必要があります。結果人力施

工の方が安くなったでしょう。 

【資料（２）４ 芦屋市聖苑バグフィルターＡＣＦ及びろ布交換工事について】 

（事務局） 

工種は機械器具設置工事で，契約方法は随意契約です。斎場が平成１７年２月に完成して

から初めてのフィルター等を交換するという案件です。施工については特許・性能保証の観

点から建設当時プロポーザル方式で決定された業者と契約を行いました。契約金額は１，３

５０万円，請負率は９８．６％です。 

（委員による質疑・意見） 

特許等に関係する案件であるためにこの業者でしかできないですね。 

【その他 落札率９５％以上の入札について】 

（事務局） 

平成２３年度は全体で７件です。 

（委員による質疑・意見） 

以前に比べて減少しています。多くはやむを得ないケースと思われます。以前は落札率が

９５％以上ということが頻繁にありました。時代が変わり，競争性が発揮されています。大

手は談合決別宣言，芦屋市では入札改革があり，市内業者のみの入札の場合も落札率は下が

っています。 

【資料（３）入札参加資格停止等の運用状況】 

（事務局） 

播水工業㈱は建設業法違反です。東播磨県民局から営業停止がなされ，それにより芦屋市

では５ヶ月の指名停止を実施しました。 

【資料（４）随意契約のサンプリング調査の実施について】 

（事務局） 

平成２３年度第３・４四半期，１３０万円未満の随意契約が対象です。第３四半期３７課
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３０４件のうち用地管財課５件・市民センター２件，第４四半期３２課１８２件のうち生涯

学習課３件・防災安全課２件を抽出案件としました。ガイドラインに基づき職務権限規程を

改定しましたが一部承認漏れがありました。しかし支払時の指摘により再処理となった案件

があります。これは事務職員による工事・委託関係にかかる不慣れもあったようでその都度

改善指導しております。事務職員にとって予定価格の設定が難しいということがあるようで

す。その際には当該工事に係る専門職部門に相談するよう指導しています。 

（委員による質疑・意見） 

予定価格の設定が難しいというのは，参考見積等を徴収し，予定価格を算定しているので

すか？ 

（事務局） 

そのような事例はあり，その内容から事務職員が積算している部署があるようです。 

（委員による質疑・意見） 

事務職員の課長は業者から見積書を徴収し，その見積書を基に発注しているということで

すか？ 

（事務局） 

当該工事に係る専門職部門で審査を受けてから実施決裁・見積合せをするように指導して

います。 

（委員による質疑・意見） 

別の自治体は３者程度見積を取り，６掛けや７掛けにしているのではないですか？ 

（事務局） 

業界にもよりますが，医療業界では建前価格提示が一般化しているようです。外資系は外

国の価値観と伝統でそれを出してきます。後はディーラーがどこまで力があるかどうかです。 

【資料（５）予定価格・最低制限価格の公表時期について】 

（事務局） 

芦屋市は予定価格・最低制限価格共に事前公表です。県・国は事後公表です。阪神７市の

状況は，尼崎市は事後公表，西宮市は順次事後公表に移行中です。宝塚市は事前公表，伊丹

市・川西市・三田市・猪名川町については，最低制限価格のみを事後公表しています。前回

の監視委員会で「公募型等で最低制限価格の事後公表を試行的実施」というご意見をいただ

いていました。本年度は試行的実施に向けて検討していますが，宝塚市は芦屋市と同様数年

前に逮捕事件が起きています。事後公表にするに当たっては，職員に働きかける業者が出て

くる可能性があるということで，透明・公平を優先し，職員を守るという姿勢を崩していま

せん。他市では指名停止基準に「職員に対して不当に情報提供要求等の働きかけ行ったと認

められるとき」等の項目を設置し，職員を守りながら事後公表へ移行しています。指名停止

基準に項目を増やしたとしても，明らかな働きかけでなければ，指名停止基準を適応するか

どうかはかなり難しいと思われます。 

本市では２年前の事件の経緯から透明・公平を優先し，事前公表を継続したした方が良い

と考えています。 

（委員による質疑・意見） 

他市では事後公表に移行したら働きかけがあったのですか。 

（事務局） 
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職員への働きかけがないとは言えないようです。最低制限価格を事後公表に変更すること

について本市の工事担当課長に聴き取りしたとところ，３分の１程度が「少し不安がある」

「現在働きかけがないのは，全て事前公表しているから。事後公表に移行すると働きかけが

あるかもしれない」とのことでした。３分の２は「大丈夫だろう」ということです。 

（委員による質疑・意見） 

公表は当面現状維持とします。政令指定都市は国の流れで事後公表ですが，職員が巻き込

まれないようにするには事前公表が良いでしょう。こちらは要検討課題とします。 

（事務局） 

国や県も事後公表であるという大義名分もあります。現在事前公表していることで，極端

に市民の利益を損なっているという事例がありません。 

（委員による質疑・意見） 

事後公表の試行的実施は保留にします。 

閉会 


